
















ロジェクトの実施期間は 2010 〜 2017 年の 7 年間であ
り、考古学踏査を行うフェーズ 1（2010 〜 2012 年）と、
考古学踏査により確認・登録された遺跡の発掘調査を










数のナバテア時代の痕跡が記録されている（Fujii et al. 
2011）。第 2 次調査（2011 年夏季）は対象地域西端崖
面上（第 4・7 地区）に沿って実施され、結果として
既知の 3 地点を含む 16 地点の登録に至った（Fujii et 
al. 2013; 藤井他 2013）。第 3 次調査（2012 年春季）で
は西半部（第 2・4・6 地区）を主な対象とし、計 81
地点を遺跡として確認・登録した。今季調査では、南













  ヨルダン南部ショウバック北地域における第４次分布調査（2012 年夏季）            




SNAP12SUM. Area 1 Area 2 Area 3 Area 4 Area 5 Area 6 Area 7 Total
Settlement 0 0 0 0 0 0 2 2
Artifact scatter 0 0 6 0 2 0 2 10
Tumulus 0 0 1 0 1 1 5 8
Structural remain 17 0 4 0 0 1 7 29
Stone alignment 1 0 0 0 0 2 3 6
Others 1 0 0 0 0 0 0 1
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置し、東西 200 m、南北 100 m の規模を有する（図 4）。












　07020 地点は、07018 地点の北東約 2 km、ワディ合
流部分の南岸緩斜面上に位置し、東西 90 m、南北 100 
m の規模を有する（図 6）。07018 地区ほどではないが、
遺跡内部には様々な大きさの矩形建造物（一辺 2 〜 8 
m）が隣接して見られた。これらは概して、荒く加工
された石灰岩角礫（長さ 20 〜 60 cm、幅 20 〜 30 cm、
高さ 20 〜 30 cm 程度）を 1 列積み上げて構築されて
おり、場所によっては 3 〜 4 段が残存していた。また、
07018 地区と同様に、外周付近ではより堅牢な造りの
石壁が認められた。この石壁は、下部に大型の加工石



















































図４　07018 地点遠景（東から） 図５　07018 地点外周壁（北から）
図６　07020 地点遠景（北から） 図７　07020 地点外周壁（南から）



















西160 m、南北165 m、面積2.3 haに及ぶ。同地点からは、






地区別分布状況を見ると、第 1 地区で最多の 17 地点
















し、5 〜 20 m 四方・径程度の規模を有する。石壁は、
20 〜 40 cm 大程度の未加工の玄武岩（01022 地点及び
第 3・7 地区では石灰岩）を 1 列、幅 1 m 程に荒く積
み上げて構築されるのが一般的であるが（図 11）、中
には荒く加工された大型石灰岩（長さ 30 〜 80 cm、













全長 30 〜 70 m、全幅 20 〜 30 m 程度と比較的大型で
あり、また、1）及び 2）と同様の立地を占めている。
遺構の構築方法も 1）及び 2）と同じと考えられるが、
03004 地点では石灰岩角礫を 2 列に配して幅 80 cm の
石壁を、また、07017 地点では 03004 地点と同様に内

















第 7 地区に所在している（図 14）。規模は、07025 地






外周を成す石壁は幅 1 〜 1.5 m 程度であり、加工され
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図１１　01019 地点全景（東から） 図１２　01009 地点全景（東から）
図１３　01009 地点採集土器 図１４　07025 地点全景（東から）
図１５　07025 地点外周壁（北から） 図１６　06047 地点全景（南西から）





07025 地点の一部では 5 段、高さ 2 m 以上が現存して
いる（図 15）。これらの地点からは、鉄器時代 II 期か
ら後期イスラーム時代の土器片が採集されたが、ロー
マ・ビザンツ時代の土器がその大半を占めていた。
　01016 地点では、直径 9 m 及び 13 m の半円形遺構 2
基が南北に連なって見つかった。これらの石壁は、20
〜 50 cm 大の玄武岩を幅 1 〜 1.5 m、高さ 50 cm 程度











に幅 50 〜 70 cm 程度の半地下通路が斜面下に向かっ
て掘り込まれており、その後西側に回り込んで、石灰













　5 地点において確認され、このうち 4 地点は南西
の第 6・7 地区に位置している。これらは斜面縁辺部
に立地することが多い。構造については、比較的大
型の立石を 1 列並べ、その側面を 20 〜 40 cm 大の石
材や土砂で軽く支えるというのが一般的であったが、
07021 地点で確認された石列遺構（全長 20 m、幅 1 〜
1.5 m）は大型の石灰岩角礫（長さ 20 〜 80 cm、幅 20





　また、第 6 地区の 2 基の石列遺構（06048、06049）
は特に顕著である（図 18）。これらはそれぞれ長さ
166 m 及び 141 m、幅 1 〜 1.5 m を測り、今季確認さ
れた中では最長である。立石列にはやや大きめの板状
石灰岩及びフリント（長さ 30 〜 100 cm、厚さ 20 〜











地点）。これらは南北 2 箇所に集まっており、南に 3
基、北に 5 基が少なくとも認められた。いずれも平面





トゥーフ文化期（Natufian: 13,000-9,600 cal. BCE）から
先土器新石器時代 A 期（Pre-Pottery Neolithic A: PPNA, 

















地点おいて認められた。直径 5 〜 18 m、高さ 1.5 〜 2 
m 程度を測り、概して 20 〜 40 cm 大の石灰岩角礫と














された。積石塚は長径約 8 m を測り、30 〜 50 cm 大
の石灰岩角礫を 1.5 〜 2 m 程度積んで外周を囲い、内
側に 20 〜 30 cm 大の角礫を充填して構築されていた





れ、概して長径 6 〜 12 m を測る。これらもまた、外





　07019 地点では方形に組まれた石積み遺構が 1 基確
認された（図 20）。おおよそ 10 m 四方を測り、加工
されたと思われる石灰岩巨石（長さ 60 〜 100 cm、幅
40 cm、高さ 50 cm）を 2 段積んで外周を構築し、内






































器時代は、01015 及び 01024 地点の円形遺構において
顕著に認められた。採集土器片から、時期は EB I 期
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